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一
般
会
計
六
百
三
十
五
億
六
千
万
円
を
中

心
と
し
た
平
成
三
十
年
度
の
各
会
計
予
算
案

は
、
二
月
二
十
八
日
の
本
会
議
で
、
同
日
設

置
さ
れ
た
十
二
名
の
委
員
か
ら
成
る
予
算
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
で
は
三
月
十
二
日
に
正
副
委
員

長
を
互
選
し
た
後
、
十
三
日
か
ら
五
日
間
に

わ
た
っ
て
各
予
算
案
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
二
十
六
日
の
本
会
議
で
は
、
小
美
濃
安
弘

予
算
特
別
委
員
長
よ
り
委
員
会
に
お
け
る
審

査
概
要
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
討

論
が
行
わ
れ
、
個
別
採
決
の
結
果
、
平
成
三

十
年
度
一
般
会
計
予
算
は
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
、
下
水
道
事
業
会
計
・
国
民
健
康
保
険

事
業
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
・
介
護

保
険
事
業
会
計
の
四
特
別
会
計
、
お
よ
び
水

道
事
業
会
計
（
企
業
会
計
）
の
各
予
算
は
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
市
政
運
営
の
大
枠
が
確
定

し
、
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
（
三
面
に
施
政
方
針
、
二
・
三
面
に
代
表

質
問
、
四
・
五
面
に
予
算
特
別
委
員
会
審
査

概
要
、
五
面
に
予
算
に
対
す
る
討
論
を
掲
載
）
。

一
時
保
育
事
業
の
実
施
に
関
す
る

条
例
を
可
決

　
三
月
五
日
の
文
教
委
員
会
の
審
査
を
経
て

同
月
十
二
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
「
武
蔵

野
市
一
時
保
育
事
業
の
実
施
に
関
す
る
条

例
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
の
一
時
保
育
事
業
は
、
平
成
十
六
年

に
試
行
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
に
は
実
施
要
綱
を
定
め
、
保
護

者
の
子
育
て
を
支
援
し
、
一
時
的
に
保
育
を

必
要
と
す
る
児
童
を
市
立
保
育
園
に
お
い
て

保
育
し
、
児
童
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
本
条
例
は
、

一
時
保
育
の
利
用
の
見
直
し
に
伴
い
、
利
用

　

第
一
回
定
例
会
は
、
二
月
二
十
日
か
ら
三
月
二
十
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
市
長
に
よ
る
施
政
方
針
演
説
と
、
こ
れ
に
対
す
る
七
人
の
各
会
派
代
表
質
問
、

お
よ
び
十
六
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
三
十
年
度
武
蔵
野

市
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
三
十
六
件
の
市
長
提
出
議
案
が
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
武
蔵
野
市

特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
計
四
件
の
議

員
提
出
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
回
　
市
議
会
定
例
会

平
成
三
十
年
度
予
算
を
可
決

　
誰
も
が
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
へ
　
新
た
な
未
来
に
つ
な
ぐ
予
算

　
一
般
会
計
は
六
百
三
十
六
億
円

登
録
料
等
に
つ
い
て
新
た
に
定
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

副
市
長
の
選
任
・
教
育
長
の
任
命

に
同
意

　
三
月
二
十
六
日
の
本
会
議
で
、
副
市
長
の

選
任
と
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
審
議
が
行

わ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
笹
井 

肇 

副
市
長
が
四
月

一
日
か
ら
四
年
間
、
竹
内
道
則
教
育
長
が
四

月
一
日
か
ら
三
年
間
で
す
。

■

副
市
長
：
笹
井 

肇 

氏

　
昭
和
五
十
五
年
入
庁

後
、
防
災
安
全
部
長
を

経
て
、
平
成
二
十
五
年

四
月
か
ら
健
康
福
祉
部

長
。
六
十
歳
。

■

教
育
長
：
竹
内
道
則 

氏

　
昭
和
五
十
六
年
入
庁

後
、
総
務
部
参
事
、
総

務
部
長
を
経
て
、
平
成

二
十
六
年
一
月
か
ら
教

育
部
長
。
五
十
九
歳
。

「武蔵野桜まつりパレード」

撮影：須田　光邦（武蔵野市）

場所：中央通り（2018.4.1）

花が散ってしまうのではないかと、毎年ハラハラする桜まつり。今年も各地で桜の開花が早く、心配しましたが、

当日は見事な晴れ。青空の下、にぎやかで楽しいお祭りとなりました。

１面写真募集要領〈次回の締め切り７月９日〉

●内　　容： 武蔵野市内（隣接する地域を含む）で応募者自身が撮影した、未発表※のオリジナル作品（カラー）に限ります（明
らかに人物を特定できる場合は、ご本人の了承を得てください）。  
※ インターネット、ツイッター等で掲載したものや、個展や写真の掲載が主目的な催しは発表とする。ただ

し、地域行事への協力展示（例えば、コミセンや学校での展示など）は未発表とする。

●規　　格：①紙焼きの場合　　・サイズ　六つ切り 
　　　　　　②デジタルデータの場合 
　　　　　　　・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式 
　　　　　　　・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上 
　　　　　　　・ファイルサイズ　２ＭＢ程度まで

●審　　査：議会広報委員会が審査します。

●発　　表： 採用された作品は、８月１日発行の市議会だよりに掲載する予定です（紙面構成の都合上、掲載しない場合
がありますのでご了承ください）。

●著 作 権： 作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、次号の市議会だより発行までは、他媒体での発表等をご
遠慮いただくことを、作品採用の条件といたします。

●期　　限：７月９日（月）当日消印有効

●応募方法： 撮影者の住所・氏名・電話番号・撮影年月日・撮影場所・作品名・作品に関するコメント（100字程度）を
明記の上、下記あて先までご応募ください（作品は返却いたしません。なお、今回採用されなかった場合、
次号以降の市議会だよりの１面写真に使用させていただく場合があります）。

●あ て 先： 〒180-8777武蔵野市緑町2-2-28  
武蔵野市議会事務局市議会だより担当 
デジタルデータの場合はメールで ofc-gikai@city.musashino.lg.jp まで 

（上記以外のメールアドレスや各種メディア等での送付はご遠慮ください）



平成30年（2018年）5月15日発行 2

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●

小
美
濃
　
安
弘

議
員

市
の
施
策
の
実
行
に
は
、

市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
と
対
話
を

空そ

ら

●

山
本
　
あ
つ
し

議
員

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
連
携
し
、

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
へ

市
議
会
公
明
党
●

落
合
　
勝
利

議
員

市
民
参
加
を
発
展
さ
せ
全
世
代
が

活
躍
で
き
る
市
政
運
営
を

民
主
生
活
者
ネ
ッ
ト
●

藪
原
　
太
郎

議
員

誰
も
が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
の

実
現
に
向
け
、
具
体
策
の
検
討
を

「施政方針」は武蔵野市役

所のホームページでご覧い

ただけます。また、市役所

の市政資料コーナー、各図

書館、武蔵野プレイスで閲

覧できます。

　２月22日、市長の施政方針に対して、７名の各会派代表者による

代表質問が行われました。以下はその要旨です。

予
算
編
成
に
あ
た
り
、
市
長

が
特
に
力
を
入
れ
た
施
策
は
何
か
。

子
ど
も
子
育
て
応
援
宣
言
の

ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
最
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
長
期
計
画
に
掲
げ
た
取
り

組
む
べ
き
施
策
に
つ
い
て
も
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

産
業
振
興
計
画
改
定
に
あ
た

り
、
ど
の
よ
う
な
事
業
者
へ
の
支

漫
画
や
ア
ニ
メ
等
、
都
指
定

の
不
健
全
図
書
の
十
八
歳
未
満
の

青
少
年
に
対
す
る
販
売
の
規
制
・

禁
止
や
区
分
陳
列
に
関
し
、
表
現

の
自
由
の
観
点
か
ら
見
解
を
伺
う
。

憲
法
に
保
障
さ
れ
て
い
る
表

現
の
自
由
は
、
制
作
段
階
に
お
け

る
作
者
や
制
作
者
に
よ
る
表
現
の

自
由
で
あ
り
、
区
分
陳
列
等
と
は

別
の
問
題
と
考
え
る
。
し
か
し
、

区
分
陳
列
等
は
必
要
で
あ
り
、
作

品
の
制
約
の
在
り
方
と
し
て
、
青

少
年
が
容
易
に
手
に
取
れ
る
場
所

に
置
く
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
意

味
で
の
制
約
は
必
要
と
考
え
る
。

武
蔵
境
開
発
事
務
所
に
つ
い

て
、
解
体
に
納
得
し
て
い
な
い
市

民
に
対
し
て
、
市
長
の
唱
え
る
対

話
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

事
務
所
閉
鎖
後
の
土
地
利
用

は
未
定
だ
が
、
維
持
管
理
費
が
か

か
る
う
え
、
法
的
に
別
の
用
途
で

の
利
用
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

解
体
へ
の
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
へ
は
、
適
宜
説
明
を
行
い
解

体
の
着
手
を
し
た
い
と
考
え
る
。

吉
祥
寺
駅
南
口
の
地
権
者
の

方
々
と
行
っ
た
懇
談
会
の
感
想
に

つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
今
後
も
対

話
を
続
け
て
い
く
の
か
。

今
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
話

を
し
た
。
吉
祥
寺
駅
南
口
の
安
全

対
策
は
市
に
と
っ
て
も
重
要
な
課

題
だ
と
考
え
る
。
地
権
者
の
理
解

を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な

い
の
で
、
引
き
続
き
対
話
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

コ
ミ
セ
ン
に
対
す
る
現
行
制

度
や
制
度
の
見
直
し
等
喫
緊
の
課

題
を
解
決
し
な
い
ま
ま
第
四
期
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
評
価
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
も
抜
本
的
な
問
題
解
決
に

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
見
解
は
。

窓
口
を
二
人
体
制
に
す
る
な

ど
安
全
へ
の
配
慮
を
始
め
改
善
に

取
り
組
め
て
い
る
と
考
え
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
評
価
委
員
会
の
議
論

か
ら
、
今
後
の
よ
り
よ
い
方
策
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

援
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

現
状
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の

推
進
、
人
材
の
育
成
・
活
用
等
の

支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
を
振
興
し

て
い
く
う
え
で
の
成
果
と
は
何
か
。

訪
れ
た
い
、
住
み
続
け
た
い

ま
ち
の
達
成
へ
と
つ
な
が
り
、
飲

食
や
買
い
物
等
の
来
街
者
の
行
動

に
よ
り
、
地
域
経
済
の
振
興
も
図

れ
る
と
考
え
て
い
る
。
効
果
測
定

に
関
し
て
は
課
題
も
あ
る
が
、
ま

ち
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上
も

含
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

大
人
の
発
達
障
害
支
援
向
け

に
新
設
す
る
、
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
Ⅰ
型
に
つ
い
て
、
背
景
に

あ
る
課
題
と
支
援
策
を
伺
う
。

発
達
障
害
者
の
家
族
支
援
や

専
門
人
材
の
育
成
等
が
必
要
と
さ

れ
る
中
で
、
専
門
相
談
や
地
域
交

流
の
促
進
等
の
支
援
を
行
い
た
い
。

教
職
員
の
多
忙
化
防
止
に
向

け
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
が
設
置
さ

れ
た
が
、
次
の
段
階
の
支
援
策
は
。

事
務
嘱
託
員
の
業
務
内
容
の

明
確
化
や
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
配
置
な
ど
の
、
先
生
い
き
い

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
業
務

改
善
を
、
学
校
の
実
態
に
合
わ
せ

て
実
行
し
て
い
き
た
い
。

本
市
の
図
書
館
の
現
状
課
題

と
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

人
気
が
あ
る
こ
と
か
ら
非
常

に
混
雑
し
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
も
つ
な
が
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
今
後
は
よ
り
市
民
サ

ー
ビ
ス
が
向
上
す
る
よ
う
な
図
書

館
を
目
指
し
た
い
。

第
六
期
長
期
計
画
で
の
長
期

財
政
計
画
は
、
実
態
に
即
し
、
大

幅
に
上
方
修
正
し
て
い
た
だ
き
た

い
が
、
見
解
は
。

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
改
正
や
経

済
状
況
の
変
化
、
経
費
の
見
直
し

の
検
討
も
踏
ま
え
、
新
た
な
財
政

計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
き
た
い
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
な
拡

大
が
非
常
に
進
ん
で
お
り
、
こ
れ

を
地
域
の
社
会
資
源
と
し
て
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

重
要
な
指
摘
と
認
識
し
て
お

り
、
保
育
施
設
や
、
保
護
者
の
方

た
ち
に
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り

や
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
く
か
、
今
後
検
討
し
た
い
。

社
会
保
障
の
分
野
に
お
い
て

は
、
準
市
場
的
に
、
社
会
的
貢
献

を
主
目
的
と
し
て
働
く
こ
と
を
尊

重
し
、
豊
か
に
す
る
こ
と
が
自
治

体
の
責
務
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

武
蔵
野
市
の
福
祉
は
無
償
、

有
償
を
問
わ
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
活
動
に
支
え
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、
地
域
で
よ

り
一
層
活
躍
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

就
労
支
援
で
は
、
ま
ず
柔
ら

か
い
働
き
方
で
受
け
入
れ
て
く
れ

る
多
様
な
環
境
が
必
要
で
あ
り
、

地
元
企
業
に
こ
う
し
た
働
き
場
所

の
提
供
を
求
め
て
は
い
か
が
か
。

就
労
支
援
と
し
て
は
就
労
準

備
支
援
事
業
等
の
伴
走
型
の
き
め

細
か
い
仕
組
み
が
あ
る
が
、
受
け

入
れ
側
の
企
業
に
対
し
、
こ
の
よ

う
な
制
度
を
ど
の
よ
う
に
周
知
す

る
か
研
究
し
た
い
。

吉
祥
寺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

の
改
定
に
関
し
、
住
ん
で
い
る
方

や
、
実
際
に
現
場
で
商
売
を
し
て

い
る
方
の
意
見
を
入
れ
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
い
か
が
か
。

公
募
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
改
定
を
考
え
て
お
り
、
現

場
の
方
々
に
対
し
て
も
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

公
約
で
あ
る
「
待
機
児
ゼ
ロ
」

の
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
は
。

施
設
を
増
や
す
と
と
も
に
、

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
の
拡
充
や

育
児
休
暇
の
取
得
な
ど
複
合
的
な

考
え
を
持
っ
て
進
め
た
い
。

学
校
教
育
と
地
域
の
関
わ
り

に
つ
い
て
、
現
状
認
識
と
今
後
の

在
り
方
の
考
え
を
伺
う
。

学
校
と
地
域
の
つ
な
が
り
は

と
て
も
大
切
で
あ
る
。
今
後
も
地

域
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
子
ど
も

と
地
域
を
支
え
る
協
力
体
制
を
検

討
し
取
り
組
み
た
い
。

高
齢
者
や
若
年
層
、
低
所
得

者
に
対
す
る
住
宅
支
援
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

全
て
の
方
々
へ
の
公
営
住
宅

の
提
供
は
困
難
だ
が
、
民
間
の
制

度
も
利
用
し
て
支
援
し
た
い
。

市
民
参
加
の
課
題
は
何
か
。

ま
た
、
全
世
代
が
活
躍
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
を
想
定
し
て
い
る
か
。

市
政
の
課
題
を
自
分
の
こ
と

と
し
て
行
動
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
子

育
て
世
代
や
若
年
層
を
含
め
た
全

世
代
が
活
躍
で
き
る
よ
う
参
加
促

進
を
図
り
た
い
。

避
難
所
用
資
機
材
の
更
新
を

主
要
施
策
に
掲
げ
た
背
景
を
伺
う
。

購
入
か
ら
二
十
年
以
上
経
過

し
た
も
の
は
、
修
繕
時
の
部
品
入

手
が
難
し
く
、
避
難
所
運
営
に
支

障
が
出
る
た
め
買
い
替
え
る
。

自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

自
転
車
に
よ
る
重
篤
な
事
故

が
課
題
で
あ
り
、
ル
ー
ル
の
啓
発

や
保
険
加
入
推
奨
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

水
道
一
元
化
の
現
状
と
見
通

し
、
施
設
の
耐
震
改
修
の
現
況
は
。

東
京
都
が
提
示
し
た
基
本
認

識
に
つ
い
て
す
り
合
わ
せ
中
で
あ

り
、
合
意
後
、
財
政
調
整
等
を
具

体
的
に
検
討
す
る
。
施
設
の
必
要

な
更
新
は
進
め
る
が
、
資
産
と
し

て
評
価
さ
れ
る
た
め
不
要
な
投
資

と
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

施政方針を質す
ただ

代 表 質 問
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む
さ
し
の
志
民
会
議
●

深
田
　
貴
美
子

議
員

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
駆
使
し
て

「
Ｓソ

サ

エ

テ

ィ

ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
」社
会
の
実
現
を

日
本
共
産
党
武
蔵
野
市
議
団
●

橋
本
　
し
げ
き

議
員

平
和
施
策
の
取
り
組
み
を
ま
と
め
た

記
録
誌
の
充
実
を

憲
法
月
間
記
念
行
事
や
平
和

の
日
イ
ベ
ン
ト
等
の
取
り
組
み
を

ま
と
め
た
記
録
誌
を
充
実
さ
せ
、

市
民
に
広
く
普
及
し
て
は
ど
う
か
。

引
き
続
き
、
誰
に
で
も
手
に

取
っ
て
い
た
だ
き
、
平
和
や
憲
法

の
啓
発
事
業
の
実
施
が
広
く
周
知

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

二
〇
二
〇
年
四
月
の
待
機
児

童
解
消
の
め
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

入
札
に
関
わ
る
内
部
通
報
を

踏
ま
え
「
内
部
統
制
基
本
方
針
・

実
施
計
画
」
の
策
定
を
問
う
。

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま

え
、
検
討
準
備
を
進
め
る
。

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
の

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
拠
点
と
し
た

「
武
蔵
野
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
と

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
の
展
開
を
問
う
。

就
学
前
児
童
や
待
機
児
童
の

多
い
地
区
に
保
育
施
設
の
整
備
を

重
点
的
に
行
い
、
待
機
児
童
の
解

消
を
達
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
対
象
学

年
の
拡
大
を
ど
う
進
め
る
考
え
か
。

第
五
次
子
ど
も
プ
ラ
ン
武
蔵

野
に
お
い
て
、
二
〇
二
〇
年
度
以

降
の
児
童
数
の
見
込
み
と
確
保
の

方
策
を
定
め
て
い
き
た
い
。

安
倍
政
権
が
進
め
る
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
は
。

本
市
が
目
指
し
て
い
る
働
き

方
改
革
は
国
と
は
方
向
性
が
異
な

り
、
勤
務
間
や
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の

努
力
義
務
化
な
ど
検
討
す
べ
き
も

の
が
あ
る
と
考
え
る
。

環
境
情
報
の
提
供
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
、
緑
と
水
に
配

慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

都
水
一
元
化
協
議
に
あ
た
り
、

受
水
総
整
備
費
用
と
年
間
の
受
水

費
用
・
災
害
時
の
対
応
を
問
う
。

都
の
事
業
の
た
め
、
金
額
は

把
握
し
て
い
な
い
。
災
害
時
の
給

水
対
応
協
議
も
行
っ
て
い
な
い
。

区
部
流
入
に
依
存
す
る
本
市

の
下
水
処
理
を
改
善
す
る
「
野
川

水
再
生
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
」
建

設
に
お
け
る
本
市
の
役
割
を
問
う
。

本
市
が
先
頭
に
立
っ
て
議
論

を
進
め
る
位
置
に
あ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
関
係
者
と
の
意
見

交
換
等
は
進
め
た
い
。

市
内
の
中
小
企
業
の
経
済
状

況
に
つ
い
て
、
前
向
き
な
変
化
が

見
ら
れ
る
見
通
し
が
あ
る
の
か
。

事
業
者
等
と
意
見
交
換
を
行

っ
た
と
こ
ろ
、
好
況
で
あ
る
と
の

話
は
聴
け
ず
、
前
向
き
な
変
化
は

あ
ま
り
見
え
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
し
て
住
宅
耐
震

化
率
の
目
標
を
達
成
す
る
考
え
か
。

住
宅
耐
震
化
緊
急
促
進
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
掲
げ
、
戸

建
て
住
宅
の
耐
震
化
に
加
え
、
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
耐
震
化
を
促
進
し

た
い
。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
や
マ
ン
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
等
を

通
じ
、
支
援
を
行
い
た
い
。

第
六
期
長
期
計
画
策
定
に
お

い
て
、
新
し
い
形
の
市
民
参
加
を

進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
内
容
は
。

よ
り
若
年
層
の
意
見
を
聴
く

こ
と
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営

側
に
ご
協
力
い
た
だ
く
な
ど
、
新

た
な
市
民
参
加
を
検
討
し
た
い
。

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
は
、
コ
ス

ト
削
減
に
つ
な
が
る
と
提
言
し
て

き
た
。
な
ぜ
検
討
し
な
い
の
か
。

堅
牢
な
防
災
安
全
セ
ン
タ
ー

に
サ
ー
バ
ー
ル
ー
ム
を
構
築
し
、

安
全
性
を
担
保
し
て
い
る
。

第
五
次
子
ど
も
プ
ラ
ン
策
定

は
、
一
府
九
省
庁
で
進
め
る
「
子

ど
も
の
事
故
防
止
と
子
育
て
家
庭

へ
の
啓
発
」
を
書
き
込
ん
で
は
。

国
や
都
の
取
り
組
み
な
ど
参

考
に
し
、
書
き
込
み
を
検
討
す
る
。

「
吉
祥
寺
南
病
院
」
の
建
て

替
え
と
医
療
再
生
は
、
首
長
の
覚

悟
と
判
断
が
必
要
で
は
な
い
か
。

建
設
用
地
の
用
途
が
困
難
な

課
題
で
あ
り
、
検
討
中
で
あ
る
。

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

必
修
」
を
踏
ま
え
小
中
一
貫
教
育

と
市
長
の
教
育
観
を
問
う
。

質
問
が
あ
い
ま
い
で
答
え
に

く
い
。
検
討
会
の
ま
と
め
を
拝
見

し
、
方
向
性
を
定
め
て
い
く
。

二
十
九
年
度
末
で
耐
震
化
率

は
約
四
十
七
％
で
あ
り
、
他
の
水

道
事
業
体
と
比
較
し
て
も
、
そ
れ

ほ
ど
低
く
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

昨
年
の
決
算
特
別
委
員
会
で
、

消
火
栓
二
百
七
十
か
所
の
点
検
で

二
十
六
か
所
の
不
備
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。
市
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
こ
と
が
市
の
責
務
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
消
火
作

業
の
う
え
で
重
要
な
消
火
栓
の
改

上
水
道
の
耐
震
化
率
が
五
十

％
以
下
で
あ
る
現
状
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

修
は
、
平
成
三
十
年
度
予
算
で
は

な
く
二
十
九
年
度
に
補
正
予
算
を

組
み
対
応
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え

る
。
改
修
を
半
年
以
上
先
送
り
し

た
こ
と
は
問
題
と
考
え
る
が
、
必

要
性
、
緊
急
性
に
対
す
る
見
解
は
。

改
修
に
迅
速
に
取
り
組
む
た

め
に
今
年
度
予
算
計
上
し
て
い
る
。

消
防
団
第
二
、
第
六
分
団
施

設
の
建
て
替
え
に
関
す
る
見
解
は
。

ま
た
、
第
三
分
団
詰
め
所
の
現
状

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

消
防
団
の
詰
め
所
に
は
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
第
二
、

第
六
分
団
で
は
移
転
地
等
解
決
す

べ
き
課
題
が
大
き
い
と
考
え
る
。

本
年
一
月
二
十
二
日
の
大
雪

へ
の
対
応
は
。
ま
た
、
降
雪
に
よ

る
道
路
、
公
園
等
へ
の
影
響
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
対
応
し
た
か
。

翌
朝
の
職
員
の
作
業
配
置
や

業
者
へ
の
委
託
な
ど
指
示
を
し
た
。

同
時
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
市
民

に
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。
特
に
三

駅
中
心
に
除
雪
作
業
を
行
う
よ
う

に
し
て
い
る
が
、
市
内
す
べ
て
の

雪
か
き
を
行
政
が
行
う
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
最
大

限
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
考
え
る
。

三
鷹
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
は

構
造
上
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

現
状
に
対
す
る
認
識
は
。

ロ
ー
タ
リ
ー
内
で
不
適
切
な

止
め
方
を
し
て
い
る
車
が
い
る
た

め
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
併
せ

て
改
修
を
行
い
た
い
。

自
由
民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ
●

木
﨑
　
剛 

議
員

市
民
の
財
産
と
生
命
を
守
る

危
機
管
理
の
意
識
と
素
早
い
対
応
を

市長の施政方針

誰もが住み続けられるまちへ　
新たな未来につなぐ予算

松下玲子市長

市政運営の基本的考え  

1 子ども子育て応援宣言のまちへ
　▪社会全体で子育て家庭を支え、子どもを産み、育

てやすい環境づくりを進め、子ども子育て応援宣

言のまちへと歩みを進める。

　▪認可保育所３園、認証保育所２園の新規整備で定

員拡充を行う。私立幼稚園入園料補助金の増額を

行う。

　▪学校施設整備基本方針に基づき具体的な整備計画

を策定する。

2 誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるまち
　▪「誰もがいきいきと安心して住み続けられる支え

合いのまち」の実現を目指す。

　▪超高齢化社会に向けまちぐるみで支え合う仕組み

づくりを推進する。

3 個性かがやく活力あるまち
　▪産業振興計画改定に向けて策定委員会を設置し、

具体策を検討する。

4 脱原発、緑あふれるまち
　▪クリーンセンターのごみ発電による夜間電力を最

大限活用し、市域の二酸化炭素排出量削減のため、

エネルギー地産地消最適化を検討する。

　▪市民の共有財産である緑や自然環境を未来へつな

ぐため、緑と水のネットワーク事業を進める。

5 より進んだ市民参加に挑戦するまち
　▪市政運営の基本姿勢である「対話」の実践の場と

して、「市民と市長のふれあいトーク」を新たに

展開し、意見や提案を市政運営に活かす。

　▪自治基本条例（仮称）を議会基本条例との調整を

十分に行いながら、条例化に向けて取り組みを進

める。

6 歩いて楽しいまち、安全なまち
　▪三駅中心のまちの個性を活かし、特色に応じたま

ちづくりを進める。

7 平和と文化を創るまち
　▪戦争も核兵器もない平和な世界の実現に向け、取

り組みを続ける。

　▪文化を振興し、地域の持続的な発展を目指すため、

文化振興基本方針（仮称）を策定する。

8 健全財政を市民のために活かすまち

　▪事務事業の見直しなどを着実に行うとともに、中

長期にわたる公共施設や都市基盤の再整備に向け

た基金を確保し、市民福祉の向上や持続的発展を

図るよう取り組む。

主要な施策  

（Ⅰ）健康・福祉

　自殺対策計画を策定し、自殺防止への取り組みを

進める。地域包括ケア推進人材育成センター（仮称）

を開設する。

（Ⅱ）子ども・教育

　ひとり親家庭の子どもに対して学習・生活支援を

行う。学区編成審議会を設置し、学区の見直しの検

討を行う。

（Ⅲ）文化・市民生活

　コミュニティセンターのバリアフリー化を促進す

る。防災行政無線をデジタル方式へ更新し、音質向

上を図る。

（Ⅳ）緑・環境

　緑とオープンスペースの今後10年間の将来像や

目標を定めるため、緑の基本計画を改定する。生物

多様性基本方針に基づき、体系的な生物生息状況調

査を実施する。

（Ⅴ）都市基盤

　平成30年度からの３年間で約6,000基の小型街

路灯をＬＥＤ化する。生活道路に流入する通過車両

の実態調査を行い、歩行者や居住者などの安全確保

の対策につなげる。武蔵境駅南口駅前広場に駅前総

合案内板を設置する。

（Ⅵ）行・財政

　長期計画条例に基づき長期計画策定委員会を設置

し、策定作業に着手する。市報むさしのを７か国語

に翻訳した市政情報をウェブ上で提供する。

【市長が 2月 20日の本会議で行った「施政方針」演説の要旨です】
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商

工

費

香
り
の
健
康
被
害
に
つ

い
て
消
費
者
に
啓
発
を

香
り
が
健
康
被
害
を
及
ぼ
す
と

い
う
重
大
な
問
題
が
あ
り
、
消
費
者

へ
啓
発
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

香
害
と
し
て
の
認
定
に
は
研
究

が
必
要
だ
が
、
消
費
者
講
座
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
麦
わ
ら
帽

子
の
新
規
顧
客
獲
得
の
取
り
組
み
は
。

入
店
し
や
す
い
造
り
に
改
装

し
、
都
市
の
交
流
実
績
、
地
方
の
よ

衛

生

費

母
子
手
帳
配
付
時

の
面
接
の
実
施
を

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の

切
れ
目
の
な
い
支
援
事
業
を
先
行
導

入
し
て
い
る
自
治
体
で
は
母
子
手
帳

の
配
付
時
に
面
接
を
百
％
実
施
し
て

い
る
よ
う
だ
が
、
本
市
の
検
討
状
況

と
庁
内
の
連
携
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

他
市
の
視
察
を
行
い
具
体
的
な

内
容
を
検
討
中
で
あ
る
。
ま
た
、
庁

内
で
は
子
ど
も
家
庭
部
や
教
育
部
と

情
報
共
有
の
た
め
の
会
議
を
行
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
連
携
し
た
い
。

 

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
運
営

費
の
予
算
計
上
の
考
え
方
を
伺
う
。

毎
年
五
億
円
前
後
の
費
用
を
計

上
し
、
二
十
年
で
約
百
億
円
と
想
定

し
て
い
る
が
、
改
修
費
用
が
発
生
す

る
こ
と
も
あ
り
年
間
一
億
円
前
後
の

変
動
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

 

平
成
三
十
年
度
か
ら
予
防
接
種

に
お
た
ふ
く
か
ぜ
を
含
め
た
経
緯
は
。

定
期
接
種
か
ら
外
れ
た
以
降
に

流
行
し
た
こ
と
や
、
り
患
す
る
こ
と

に
よ
り
難
聴
等
の
障
害
が
残
る
可
能

性
が
あ
り
、
助
成
の
対
象
と
し
た
。

民

生

費

子
ど
も
子
育
て
分
野

の
総
合
計
画
検
討
を

子
ど
も
協
会
の
重
要
性
を
踏
ま

え
、
子
ど
も
子
育
て
分
野
に
お
け
る

総
合
計
画
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

施
策
の
企
画
立
案
を
行
う
行
政

と
、
実
行
部
隊
で
あ
る
子
ど
も
協
会

が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
強
み

だ
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
計
画
策

定
に
つ
い
て
両
者
で
検
討
し
た
い
。

 

ベ
ビ
ー
カ
ー
貸
し
出
し
事
業
は

吉
祥
寺
エ
リ
ア
の
み
で
あ
る
が
、
対

象
地
域
を
拡
大
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

ま
ち
の
回
遊
性
や
商
業
を
盛
り

上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で

あ
り
、
吉
祥
寺
エ
リ
ア
に
合
っ
て
い

る
事
業
と
考
え
る
。
武
蔵
境
や
三
鷹

エ
リ
ア
に
拡
大
す
る
予
定
は
な
い
。

 

生
活
保
護
基
準
の
改
定
に
よ
る

平
成
三
十
年
度
へ
の
影
響
等
は
。

具
体
的
な
影
響
の
提
示
は
困
難

だ
が
、
受
給
者
が
受
給
で
き
な
く
な

る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。

 
食
育
や
、
カ
フ
ェ
を
併
設
す
る

な
ど
工
夫
を
す
る
保
育
園
が
あ
る
中
、

吉
祥
寺
南
町
三
丁
目
に
建
設
予
定
の

保
育
園
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

住
宅
街
の
景
観
に
合
う
保
育
園

総

務

費

民
泊
新
法
へ
の
対
応
に

向
け
条
例
の
見
直
し
を

民
泊
新
法
へ
の
対
応
の
た
め
、

旅
館
・
レ
ン
タ
ル
ル
ー
ム
規
制
条
例

の
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

地
域
の
担
い
手
の
固
定
化
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
未
来
塾
に
よ
る
取
り
組
み
の
み
で

解
決
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
検
討
委
員
会
の
中
で
示
さ
れ
た
方

策
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
課

題
解
決
で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

 
本
市
が
掲
げ
る
非
核
都
市
宣
言

を
市
民
に
広
く
周
知
す
べ
き
で
は
。

今
後
周
知
方
法
を
検
討
す
る
が
、

現
状
で
も
公
会
堂
に
非
核
都
市
宣
言

パ
ネ
ル
を
設
置
し
て
周
知
し
て
い
る
。

 
障
害
者
の
文
化
活
動
の
支
援
の

観
点
か
ら
、
文
化
振
興
基
本
方
針

（
仮
称
）
の
策
定
過
程
に
福
祉
関
連
の

方
々
も
関
わ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

総

括

待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け

た
今
後
の
取
り
組
み
は

待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
の
実
現
の
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
伺
う
。

認
可
保
育
所
三
園
と
認
証
保
育

所
二
園
の
新
規
開
設
を
予
算
化
し
た
。

新
年
度
の
待
機
児
童
数
を
把
握
し
た

う
え
で
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

前
市
長
か
ら
継
続
し
、
ま
た
は

見
直
し
た
施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

平
和
施
策
、
オ
リ
・
パ
ラ
関
連

事
業
、
ル
ー
マ
ニ
ア
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

の
取
り
組
み
は
継
続
し
、
幼
稚
園
入

園
料
補
助
金
や
新
規
開
設
の
保
育
園

数
は
増
や
し
、
見
直
し
を
行
っ
た
。

 

来
年
度
か
ら
創
設
さ
れ
る
資
産

活
用
課
の
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

進
捗
管
理
等
を
中
心
に
、
公
共
施
設

や
普
通
財
産
の
総
合
的
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
行
っ
て
い
く
。

 
平
成
三
十
年
度
予
算
は
、
「
誰

も
が
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
へ　

新

た
な
未
来
に
つ
な
ぐ
予
算
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
タ
イ
ト

ル
に
込
め
ら
れ
た
市
長
の
思
い
と
今

予
算
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
伺
う
。

市
民
の
満
足
度
を
高
め
て
い
く

た
め
に
は
誰
も
が
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

今
後
の
少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
に

向
け
未
来
に
つ
な
ぐ
予
算
と
し
た
い
。

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
、
子
育
て
支

援
を
未
来
へ
の
投
資
と
位
置
づ
け
、

「
子
ど
も
子
育
て
応
援
宣
言
の
ま

ち
」
を
目
指
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

 
今
予
算
で
は
子
育
て
支
援
関
連

に
重
点
を
置
い
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ほ
か
に
特
徴
的
な
事
業
は
何
か
。

観
光
振
興
事
業
と
し
て
、
ま
ち

の
魅
力
発
信
の
た
め
に
コ
ン
テ
ン
ツ

産
業
を
観
光
に
結
び
つ
け
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
市
民
と
の
対
話
に
お
い

て
、
「
市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト

ー
ク
」
を
新
た
に
展
開
し
て
い
く
。

歳

入

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す

る
新
た
な
取
り
組
み
を

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
本

市
で
は
返
礼
品
を
設
け
て
い
な
い
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
形
で
、
子
ど
も
食

堂
等
の
事
業
へ
の
寄
付
依
頼
を
す
る

こ
と
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

高
所
得
者
ほ
ど
節
税
に
な
る
仕

組
み
の
中
で
、
新
た
な
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
に
議
論

し
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ご
み
焼

却
発
電
売
電
料
の
予
算
が
減
額
さ
れ

て
い
る
理
由
を
伺
う
。

ご
み
の
減
量
に
よ
る
発
電
量
の

減
な
ど
、
売
電
分
が
減
と
な
っ
た
前

年
度
の
状
況
か
ら
減
額
計
上
と
し
た
。

障
害
者
ア
ー
ト
に
知
見
を
持
つ

学
識
経
験
者
等
が
策
定
に
関
わ
り
、

福
祉
関
連
の
文
化
を
議
論
し
て
い
る
。

 

ル
ー
マ
ニ
ア
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

で
あ
る
こ
と
を
市
民
に
伝
え
る
た
め
、

市
報
に
情
報
を
掲
載
す
べ
き
で
は
。

市
報
で
特
集
号
を
組
む
と
と
も

に
、
そ
の
他
の
効
果
的
な
方
法
も
検

討
し
、
実
施
に
向
け
て
進
め
た
い
。

 

幼
稚
園
へ
の
特
別
支
援
教
育
事

業
費
補
助
金
は
、
従
来
同
様
、
市
内

在
住
か
否
か
を
問
わ
ず
障
害
を
持
つ

子
の
数
に
応
じ
て
支
給
す
べ
き
で
は
。

市
外
の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
を
議
論
し
、
結
論
を
出
し
た
い
。

を
想
定
し
て
お
り
、
他
事
例
も
参
考

に
し
な
が
ら
方
向
性
を
検
討
し
た
い
。

　一般会計予算は、635億5,800万円で、前年度比1,000万円（０.０

％）の増額となりました。歳入の根幹をなす市税収入は、法人市民

税や市たばこ税の減はあるものの、評価替えに伴う固定資産税の増、

納税義務者数の増や給与所得控除の見直しによる個人市民税の増な

どにより、全体では前年度比約４億3,200万円の増が見込まれてい

ます。

　30年度予算は、「誰もが住み続けられるまちへ　新たな未来につ

なぐ予算」と位置づけられ、第五期長 期計画・調整計画の３年目と

して各分野の施策を着実に推進するとともに、新たな課題にも対応

しながら持続可能な市政運営を行っていくため、限られた財源を重

点的かつ効率的に配分することを基本に編成されています。また、

効率的な行政経営により健全な財政運営を維持するため、事務事業

および補助金の見直しや政策再編が継続的に実施されたほか、経常

経費は29年度予算額を上限とする予算配分による経費の節減が行わ

れています。

　以下は予算特別委員会の審査概要です。

予算�別��会予算�別��会予算�別��会

審査概要審査概要審査概要審査概要審査概要審査概要
■一般会計

◇議会費

・タブレット端末導入による議会のＩＣＴ化推進 2,968

・本会議等傍聴者用託児委託 468

◇総務費

・第六期長期計画策定 24,787

・市立小中学校パラリンピック教育支援 5,832

・公文書管理におけるセキュリティレベル向上事業 13,798

・住民情報系システム再構築作業 47,205

・庁内情報システム基盤最適化事業 170,470

・市民と市長のふれあいトーク 806

・市報の多言語化 584

◇民生費

・市民社会福祉協議会40周年記念事業 2,000

・地域包括ケア推進人材育成センター（仮称） 11,810

・看護小規模多機能施設の開設支援事業 38,933

・障害者支援施設の開設支援 35,500

・認証保育所２園の新規開設 60,000

・病児・病後児保育施設の新規開設 17,100

・企業主導型保育事業に対する支援 21,705

・認可保育所３園の新規開設 665,032

・ひとり親家庭訪問型学習・生活支援事業 4,738

◇衛生費

・エネルギー地産地消最適化事業 15,000

・生物多様性基本方針の推進 6,620

・自殺防止に向けた計画策定 3,510

◇農業費

・都市農業活性化支援事業 2,148

◇商工費

・武蔵野・三鷹・小金井魅力向上プロジェクト 5,000

◇土木費

・武蔵境駅前総合案内板設置 6,690

・都市計画に関する基礎調査等の実施 6,000

・武蔵境開発事務所解体工事 19,851

・都市計画道路の概略線図の更新 7,500

・生活道路等交通量調査 7,640

・武蔵境駅南口広場ムーバス・路線バス停留所上屋更新

 26,595

・小型街路灯ＬＥＤ化事業 176,106

◇消防費

・酒田市消防団との友好消防団盟約30周年記念式典の開催

 3,538

・北多摩地区消防大会の開催 6,795

◇教育費

・中学校の部活動のあり方検討 144

・学区編成審議会の設置 3,675

・学校給食施設の整備 145,822

・特別支援教室運用の実践的調査研究 898

・ラグビーゴールの更新及び設置基部の補強 11,220

・陸上競技場の芝の張り替え工事 40,500

◇各款

・電気自動車の導入、運用 8,688

■下水道事業会計

・公営企業会計システム構築 42,696

・下水道使用料等見直し業務 5,366

・雨水浸透ます・排水設備台帳等データファイリング

 12,500

主要な事業 （単位：千円）

人口１人当たり　438,627円

1世帯当たり　　837,160円

一般会計歳入予算の内訳および歳出予算の目的別内訳

民生費
296億1584万円 　　　　

（46.6%）

民生費
296億1584万円 　　　　

（46.6%）

総務費
83億8456万円 

（13.2%）

総務費
83億8456万円 

（13.2%）

教育費
74億2658万円 

（11.7%）

教育費
74億2658万円 

（11.7%）

土木費
63億6000万円 

（10.0%）

土木費
63億6000万円 

（10.0%）

衛生費
64億2163万円 

（10.1%）

衛生費
64億2163万円 

（10.1%）

消防費
22億5394万円 

（3.5%）

公債費
18億4911万円 

（2.9%）

その他
12億4634万円 

（2.0%）

歳 出
635億5,800万円

配当割交付金

分担金及び負担金

審査した特別委員

平成30年度予算審査に当たった

特別委員の氏名は、次のとおり。

小美濃安弘 予算特別委員長

◎小美濃安弘　　○藪原　太郎

　ひがしまり子　　　大野あつ子

　深田貴美子　　　山本あつし

　竹内まさおり　　　木﨑　剛

　内山さとこ　　　蔵野恵美子

　落合　勝利　　　橋本しげき

◎印 委員長　○印 副委員長
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予算に対する各会派の討論予算に対する各会派の討論予算に対する各会派の討論
　３月26日の本会議で予算に対する各会派の賛否の討論が行われました。以下はその要旨です。

このほかに、深田貴美子議員、内山さとこ議員、山本ひとみ議員の賛成討論もありました。各会

派の構成は７面に掲載しております。

　予算特別委員会の詳しい内容は、インターネット議会中継または会議録でご覧いただけます。

会議録は５月下旬以降、各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所７階市政資料コーナー、

または市議会ホームページにおいて閲覧することができます。

予算特別委員会の審査風景

市議会公明党

多様な視点を盛り込んだ
長期計画の策定を求める

①②③④⑤⑥賛成

　平成30年度予算は、市長選挙の関係もあり、

予算編成時において新たな取り組みを盛り込む

ことが困難であったと理解するが、市長査定

段階において、子育て関連の予算などが追加

・拡充されたものと受け止める。新年度は第

六期長期計画の策定とともに、吉祥寺グラン

ドデザイン、文化振興基本方針、産業振興計

画、学校施設整備基本計画など、大きな計画

の策定・改定と重なる。行政の縦のラインと、

課題を共有化した横のラインを踏まえ策定作

業にあたっていただくことを要望する。

落合勝利議員

民主生活者ネット

市長公約「子ども子育て応援宣言」

を反映した予算編成を評価する

①②③④⑤⑥賛成

　私立幼稚園への入園料補助金増額、認可保育

園３園・認証２園の開設、吉祥寺地域の病児・

病後児保育施設の新規開設、おたふくかぜ予

防接種の費用助成等、子ども子育て応援宣言

を掲げる市長の思いが織り込まれた予算とな

った。学童クラブ事業の障害児の学年延長、

ひとり親家庭訪問型学習・生活支援事業等、

個に対応した新規・継続事業も多々含まれた

予算編成を評価する。事業の目的・効果・影

響等明確にすべき部分は、市民の納得が得ら

れるよう整理することを要望し、賛成する。

蔵野恵美子議員

日本共産党武蔵野市議団

自治体の役割を発揮し、市民の
暮らしを支える予算の執行を

①②④⑥賛成　　　③⑤退席　　　　　　　

　格差と貧困が拡大し、暮らしが厳しくなって

消費不況に陥っている今、暮らしを支える自治

体の役割を発揮することが極めて重要だと考

える。さらなる社会保障の充実や平和への取

り組み、子ども子育て応援宣言にふさわしい

施策、原発ゼロの日本を実現する取り組みの

発信などを推進し、市民生活を支え、市の発

展に寄与するよう、本予算の適切な執行を求

める。国保税と介護保険料を引き上げる条例

に反対をしたので、当該２会計の採決の際は

退席をする。

橋本しげき議員

自由民主・市民クラブ

市民の生命と財産を守るため
危機管理と危機意識の改革を

①②③④⑤⑥賛成

　施設一体型小中一貫教育は、物理的な課題が

多く中止にすべき。学校給食施設の建て替えは、

正確な数値を基に財政状況とコストを精査し、

施設設計を行う必要がある。消火栓の改修、

都営水道一元化、大雪の除雪、クリーンセン

ターの火災等の対応では、危機管理・意識が

足りないことを自覚してほしい。市全体で共

有した認識に立ち、市民の生命と財産を守り、

市民サービスの向上に努めること、市民目線

での検討・検証を行い、最善の方法で市政を

遂行することを求め、賛成する。

木﨑　剛議員

①平成30年度武蔵野市一般会計予算

②平成30年度武蔵野市下水道事業会計予算

③平成30年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算

④平成30年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算

⑤平成30年度武蔵野市介護保険事業会計予算

⑥平成30年度武蔵野市水道事業会計予算

市民ニーズに応えた第六
期長期計画策定を

①②③④⑤⑥賛成

　次期長期計画の期間は、高齢者支援や子ども

子育て分野における行政ニーズのピークを迎え

ると考える。市民の行政ニーズにしっかり応

える施策を進めてほしい。とりわけコミュニ

ティの形成が重要だが、各分野でこの間形成

されてきた社会資源を最大限生かした重層的

なコミュニティの形成に注力するよう求める。

公共施設等総合管理計画に基づく学校施設の

建て替えなどにおいても地域住民の参加を大

切にし、地域づくりに寄与するプロセスを重

視して取り組むことが大切と考える。

山本あつし議員

空
そら

さ
を
伝
え
て
新
た
な
客
層
を
開
拓
し

た
い
。

 

創
業
支
援
施
設
で
は
、
人
の
つ

な
が
り
が
で
き
る
要
素
が
あ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
ス
テ
ッ
プ
と
見

て
も
よ
い
と
考
え
る
が
見
解
は
。

創
業
者
の
輩
出
が
主
目
的
で
あ

り
、
現
体
制
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

担
う
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。

土

木

費

吉
祥
寺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
位
置
づ
け
は

改
定
す
る
吉
祥
寺
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
影
響
を
与
え
る
関
係
性
な
の
か
。

吉
祥
寺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

行
政
計
画
で
は
な
く
、
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
。

 

二
〇
二
五
年
問
題
に
向
け
て
、

新
た
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
の
高
齢
者
の

移
動
手
段
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

レ
モ
ン
キ
ャ
ブ
を
運
行
す
る
健

康
福
祉
部
と
も
連
携
し
、
ム
ー
バ
ス

と
レ
モ
ン
キ
ャ
ブ
で
は
補
え
な
い
部

分
の
移
動
手
段
確
保
を
検
討
し
た
い
。

 

耐
震
化
の
普
及
啓
発
の
た
め
、

戸
別
訪
問
が
実
施
さ
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
実
施
方
法
は
。

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
の
住
宅
を

一
軒
ず
つ
訪
問
す
る
予
定
で
あ
る
。

耐
震
化
の
必
要
性
は
も
ち
ろ
ん
、
助

成
制
度
の
紹
介
等
も
宣
伝
し
た
い
。

 

雪
害
対
策
に
つ
い
て
、
公
共
交

通
機
関
の
事
業
者
と
協
定
締
結
や
協

議
等
は
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。

関
東
バ
ス
と
は
情
報
交
換
を
行

っ
た
。
タ
ク
シ
ー
等
の
他
事
業
者
と

も
協
議
を
し
、
対
策
を
進
め
た
い
。

教

育

費

児
童
数
の
急
激
な

増
加
へ
の
対
策
は

大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
等

に
よ
り
、
児
童
数
が
急
激
に
増
加
し

て
い
る
地
区
も
あ
る
が
、
学
校
に
お

け
る
中
長
期
的
な
対
応
を
伺
う
。

既
存
校
舎
の
改
修
や
あ
そ
べ
え

等
の
学
校
敷
地
等
へ
の
移
転
等
で
も

解
決
で
き
な
い
場
合
は
、
学
区
の
一

部
変
更
等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
が
、

基
本
的
に
は
施
設
整
備
で
対
応
す
る
。

 

不
登
校
対
策
の
総
合
的
検
討
事

業
に
関
す
る
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

不
登
校
傾
向
の
児
童
・
生
徒
を

支
援
す
る
人
材
配
置
を
十
校
程
度
に

拡
充
す
る
。
ま
た
、
不
登
校
の
状
態

に
合
わ
せ
た
対
策
の
検
討
を
行
う
。

 

吉
祥
寺
図
書
館
へ
の
指
定
管
理

者
制
度
導
入
に
関
し
、
五
年
で
指
定

替
え
が
あ
る
た
め
、
継
続
性
に
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

継
続
性
や
同
一
性
が
大
事
だ
と

判
断
す
れ
ば
、
同
じ
団
体
を
引
き
続

き
指
定
す
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
今

後
も
変
わ
ら
ず
指
定
管
理
者
と
な
る

こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。

消

防

費

女
性
や
子
ど
も
目
線

で
の
防
災
対
策
を

避
難
所
で
女
性
や
子
ど
も
が
犯

罪
被
害
に
遭
っ
た
場
合
の
対
策
に
つ

い
て
避
難
所
運
営
手
引
へ
の
記
載
は
。

現
状
の
手
引
で
は
あ
ま
り
言
及

し
て
い
な
い
が
、
女
性
の
視
点
を
盛

り
込
む
形
で
現
在
改
定
中
で
あ
る
。

 

防
災
行
政
無
線
は
聞
き
取
り
に

く
い
と
の
声
が
多
か
っ
た
が
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
音
質
は
変
わ
る
の
か
。

音
質
に
大
き
な
改
善
は
な
い
が
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
発

信
等
、
情
報
伝
達
が
迅
速
に
な
る
。

 

赤
十
字
病
院
が
建
て
替
え
予
定

だ
が
、
災
害
時
に
向
け
た
協
議
は
。

運
営
面
に
つ
い
て
は
ま
だ
詳
細

な
協
議
段
階
に
入
っ
て
い
な
い
が
、

 

平
成
三
十
年
度
か
ら
学
習
指
導

要
領
改
訂
の
移
行
期
間
に
入
る
が
、

取
り
組
み
と
進
捗
状
況
を
伺
う
。

小
学
校
で
の
英
語
の
教
科
化
に

関
し
、
英
語
教
育
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
二
名
雇
用
し
、
巡
回
指
導
し
て

助
言
す
る
シ
ス
テ
ム
を
準
備
中
で
あ

る
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

推
進
校
を
一
校
設
置
し
、
こ
こ
で
の

実
践
を
参
考
に
、
各
学
校
へ
広
げ
る
。

 

教
員
の
負
担
軽
減
に
関
す
る
取

り
組
み
の
実
態
と
成
果
を
伺
う
。

タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
を
二
校
に

試
行
設
置
し
、
こ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、

在
校
時
間
の
長
い
教
員
に
声
か
け
し

た
結
果
、
平
均
で
三
十
分
程
度
在
校

時
間
が
短
縮
さ
れ
た
。
ま
た
、
学
校

事
務
支
援
員
を
各
校
に
週
十
二
時
間

ず
つ
配
置
し
て
お
り
、
各
副
校
長
か

ら
は
教
室
の
様
子
を
見
回
る
時
間
が

格
段
に
増
え
た
と
の
声
が
あ
る
。

要
望
し
て
い
き
た
い
。

〈
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
予
算
〉

保
険
料
の
改
定
に
伴
う
市
民
へ

の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

均
等
割
が
九
百
円
増
、
所
得
割

は
〇
・
二
七
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
、

国
の
特
例
軽
減
が
三
十
年
度
か
ら
廃

止
さ
れ
る
た
め
、
約
九
千
四
百
人
の

被
保
険
者
が
増
額
見
込
み
で
あ
る
。

〈
介
護
保
険
事
業
会
計
予
算
〉

通
所
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
時
間
見

直
し
等
の
制
度
改
正
は
、
利
用
者
抑

制
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

事
業
者
へ
の
説
明
を
実
施
す
る

な
ど
し
て
、
制
度
改
正
に
よ
り
利
用

が
減
少
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
た
い
。

〈
水
道
事
業
会
計
予
算
〉

水
道
法
の
改
正
案
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
こ
と
で
、
都
営
水
道
一
元
化

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

都
が
国
の
方
針
に
基
づ
い
て
民

営
化
す
る
と
の
情
報
は
な
く
、
現
段

階
で
は
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

各
特
別
会
計

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
に

向
け
た
臭
気
対
策
は

〈
下
水
道
事
業
会
計
予
算
〉

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
・
パ
ラ

ま
で
に
、
助
成
制
度
を
通
じ
て
臭
気

対
策
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
詳
細
は
。

悪
臭
防
止
法
の
基
準
値
を
超
え

る
公
共
升
が
市
内
に
十
三
か
所
あ
り
、

九
か
所
は
改
善
済
み
も
し
く
は
改
善

見
込
み
で
あ
る
。
他
の
四
か
所
は
オ

リ
・
パ
ラ
ま
で
に
改
善
し
た
い
。

 
国
交
省
の
有
識
者
会
議
で
紙
お

む
つ
を
粉
砕
し
て
下
水
道
に
流
す
検

討
が
さ
れ
て
い
る
。
環
境
へ
の
影
響

が
あ
り
問
題
だ
が
、
詳
細
を
伺
う
。

ま
だ
検
討
段
階
だ
が
、
処
理
施

設
の
建
設
や
個
人
費
用
負
担
増
の
可

能
性
も
あ
り
、
今
後
注
視
し
た
い
。

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
予
算
〉

国
民
健
康
保
険
税
は
多
子
世
帯

へ
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
減
免
措

置
を
求
め
る
が
、
い
か
が
か
。

都
か
ら
国
に
対
し
て
要
望
し
て

お
り
、
都
を
通
じ
て
市
か
ら
も
国
へ

患
者
の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
、
健
康

福
祉
部
と
も
連
携
し
、
今
後
具
体
的

な
調
整
を
進
め
て
い
き
た
い
。

予算�別��会予算�別��会予算�別��会

審査概要審査概要審査概要審査概要審査概要審査概要
一般会計歳入予算の内訳および歳出予算の目的別内訳

歳 入
 635億5,800万円

市税
403億7330万円

（63.5%）

市税
403億7330万円

（63.5%）

国庫支出金
84億4303万円

（13.3%）

国庫支出金
84億4303万円

（13.3%）

都支出金
69億4223万円

（10.9%）

都支出金
69億4223万円

（10.9%）

その他
5億2755万円

（0.9%）

配当割交付金
2億5000万円

（0.4%）

地方消費税交付金
27億3500万円

（4.3%）

使用料及び手数料
15億9747万円

（2.5%）

繰入金
8億936万円

（1.3%）

繰越金
7億円

（1.1%）

分担金及び負担金
4億7244万円

（0.7%）

諸収入
5億3262万円

（0.8%）

地方譲与税
1億7500万円

（0.3%）
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一 般 質 問
　第１回定例会では２月23日、27日に16名の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質問と答

弁を要約して掲載します。

　詳しくは、５月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミュニティセンター、市役所

７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホームページの会議録検索（第１回定例会分は５月24日

登録予定）、インターネット議会中継でご覧いただけます。

※一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対し、事務の状況や将来に

対する方針等について、質問をしたり、説明や報告を求めたりすることをいいます。

　平成30年４月25日、江藤俊昭先生（山梨学院大学大学院

研究科長・法学部教授）を講師にお招きし、議会基本条例

に関する研修会を行いました。当日は23名の議員が出席し

ました。

安定ヨウ素剤について、万が一原発事故

が起きたとき早期に服用すれば、放射性ヨ

ウ素の甲状腺への蓄積を防ぐことができる

が、市民への事前配布についての見解は。

本市の地域防災計画では必要に応じて医

薬品卸売業者との協定も検討するとしてい

るが、市での事前配布は難しいと考える。

教育機会確保法が昨年施行され不登校

が問題行動との考えは退けられた。学校だ

けではない多様な学びの場を保障するため、

この法をどのように具体化していくのか。

来年度、不登校対策の総合的検討を行う

委員会を設置予定であり、学校以外の教育

の場についても検討課題の一つとする。

すべての子どもたちの
学ぶ権利・場所の確保を

山本ひとみ議員

ハモニカ横丁に対し、市として今後どの

ように関与していくのか。

現在の特徴的な雰囲気を考慮したうえで、

安全・安心の向上も主眼に置いたまちづく

りを進めるのが望ましいが、行政のみで実

現できるものではないと認識している。

ハモニカ横丁の在り方をテーマとしたふ

れあいトークを開催してはいかがか。

当事者の要望の有無を踏まえ検討する。

降雪対策にあたり、通学路も除雪の優先

度を上げていただきたいが、見解は。

三駅周辺の歩道や傾斜地の除雪作業をま

ず優先している。庁内対策会議での情報は、

教育部を通じて学校へも連絡している。

ハモニカ横丁ふれあい
トークの開催を

堀内まさし議員

　傍聴は、一般質問（６～７面に掲載）や議

案の審議等、市議会の活動を知るよい機会で

す。お気軽にお越しください。

本会議の傍聴 市役所東棟８階の傍聴者入

口で受付をしてください。

委員会の傍聴 市役所南棟７階の議会事務

局で受付をしてください。

※予約は不要です。また、傍聴される際に、ご希望

に応じて手話通訳者等を派遣します。手話通訳者等

の派遣や議会の日程については、ホームページ等で

ご確認いただくか（１面下部参照）、議会事務局議事

係に直接お問い合わせください。

（☎0422-60-1883）

傍聴のご案内

商工会館市民会議室の管理運営費に関し、

①972万円の管理運営費は高額だと考える

が見解は②今後見直すべきではないか。

①公の施設として適切な管理運営業務を

実施するために必要な金額だと考える②次

期指定管理者選定時に見直していく。

本市を退職した職員の再就職先に商工

会議所が含まれているが、その人数を伺う。

昨年４月より２名が勤務している。

１月の大雪による凍結で、武蔵境北口駅

前広場が長期間安全に歩行できなかった。

道路管理者の責務を果たしていないのでは。

限られた人員で歩行者の安全確保を優先

して対応し、一定の責務は果たしている。

商工会館市民会議室の
管理運営費の抑制を

下田ひろき議員

地方公共団体の責務は、住民の幸福度の

向上が基本であると考える。結婚を希望す

る人が結婚できるよう支援が必要では。

そうは考えない。最低限の社会援助を提

供し、個々人が幸福を追求すべきである。

日本人の医療機関受診回数は年間約13回

とＯＥＣＤ平均の倍の水準である。受診頻

度の見直しを図るべきではないか。

一律の制限は困難だが、国保保険者とし

て適切な受診行動への誘導を検討したい。

ネット環境のない人もいる。市民ＰＣ等

公共施設等にＩＣＴインフラが必要では。

ご指摘の点は市民アンケート回答でも要

望がなく、ニーズはないと捉えている。

悪化し続ける国家運営から
市民を守れる政策を

竹内まさおり議員

集団での学びが難しい子どもの増加に関

して、①全中学校への特別支援教室導入の

考えは②さらなる教員確保が必要では。

①都の計画目標は平成33年度までの導入

だが、可能な限り前倒しでの導入を目指し

たい②引き続き都に要望し、教員への支援

を行いつつ対応を検討していきたい。

教育支援センターは人員体制を充実し、

福祉専門職とともに取り組むべきでは。

平成32年度移転の際は、スクールソーシ

ャルワーカーの配置や関係機関との連携な

ど相談支援体制の拡充を検討したい。

　このほか、自治基本条例についての質問

がありました。

教育は人なり　支援が必要な
子どものため体制の充実を

内山さとこ議員

地方公務員給与等の在り方に関し、①地

方公務員給与、期末手当の決定プロセスは

②本市職員の給与、期末手当の在り方と決

定プロセスは③本市特別職職員の報酬と期

末手当の在り方、決定プロセスは。

①人事委員会のない市町村では、国や都

道府県の勧告等を参考に給与改定方針を定

め、職員団体と協議、合意の後、議会の議

決を経て条例改正する②均衡の原則に基づ

き、民間との給与比較を行っている都人事

委員会勧告を参考に条例改正し、給与改定

を行う③２年に１度、特別職報酬等審議会

に諮問し、その答申を尊重した条例案を議

会に提出し、議決を経て条例改正する。

地方公務員給与等の
在り方に対する考えは

深沢達也議員

レモンキャブについて、運行管理者と利

用者との間における課題について伺う。

利用者の認知機能低下に伴い、コミュニ

ケーションが課題であると認識している。

三鷹駅北口駅前ロータリーに、一般と福

祉車両の乗降スペースを確保できないか。

暫定的に確保できる方策を検討したい。

武蔵境駅北口駅前のＱｕＯＬａでのバー

ベキュー利用に関し、事業者決定に至る中

で、地元店舗との提携やクーポン割引の実

施を行うとなっていたが、現状を伺う。

提携店舗は今後検討がなされると考える。

クーポン利用は地元商店との共生という本

来の目的を達成することが重要である。

レモンキャブの
ますますの発展を

ひがしまり子議員

子育て家庭の現状把握について、現在の

就労の有無だけではなく、潜在ニーズや介

護との両立等を含めた調査をしたうえで、

次期子どもプランに反映させるべきでは。

いただいた意見も参考に、子ども子育て

応援宣言の実現の立場から、計画策定の過

程で具体的な検討を行いたい。

子育て中の親の選択肢を増やすため、フ

リーランスなど保育園に入りづらい方も利

用できる子連れワーキングスペースが必要

だと考える。ひろば事業や創業支援施設等

で取り組めるよう支援をしてはいかがか。

施設の役割や意義を十分検討する必要が

あり、手法も含めて今後の課題と考える。

多様な働き方に対応し、
支援できる自治体を目指して

笹岡ゆうこ議員
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　平成30年1月31日、外環道路特別委員会において大泉ジ

ャンクションおよび東名ジャンクション工事現場の視察が

行われ、国土交通省担当者、工事関係者から説明を受けま

した。当日は外環道路特別委員のほか、14名の委員外議員

が出席しました。（写真は大泉ジャンクションの工事現場

見学の様子）

女性総合相談や女性創業支援など、女性

施策の実態や進捗状況を伺う。
女性の創業者輩出を第一目標としている

創業者支援施設利用者の８割以上が女性で
あり、相談体制の強化も図っている。
教員の働き方改革について伺う。

中学校部活動のあり方検討委員会の設置
や、教員の勤務時間に対する意識啓発を継
続し、さらなる業務改善を行っていく。
５大学との連携でリカレント教育

※
を開

設し、キャリア形成に生かしてはいかがか。
教育機関での事例や企業での就労制度の

整備状況、学び直しへの社会的ニーズ等を
把握しカリキュラムを研究していきたい。
※社会人の学び直し

誰もが希望を持って
働き続けられるまちへ

浜田けい子議員

小中一貫教育よりも教職員の多忙化軽

減と五小・五中の建て替えを検討すべきで

は。また施設一体型小中一貫校の場合、五

小・五中は現在地に校舎を建築できるのか。

教員の多忙化対策は実施中であり、学校

の建て替えも着実に進めていく。五小・五

中の現在地に建設した場合、五小は校庭面

積の確保、五中は学区変更が課題となる。

武３・４・24号西調布境橋線のマンショ

ン建設後、予想される児童増への対策は。

保育所等の設置については、待機児童対

策の観点から事業者に引き続き協議を求め

ていく。小学校は教室数等を見極めたうえ

で、学区変更も考慮し対応したい。

小中一貫教育よりも
五小、五中の建て替えを優先すべき

川名ゆうじ議員

オリンピック開催に向け、本市でも受動

喫煙対策を検討する時期にきている。特に

「子ども子育て応援宣言」の市長が、子ど

もの受動喫煙防止に取り組むことで、メッ

セージ性が高まると考えるがいかがか。

市民や各業界との連携を深め、より実効

性の高い対策を講じたいと考える。

障害児者が地域で歯科治療を受けやす

い体制作りが必要だ。実態を市がさらに把

握する必要があると考えるがいかがか。

関係機関と連携を密に、取り組みたい。

コミセン等公共施設に融雪剤を保管し、

近隣自助の除雪が進む工夫が必要では。

コミュニティ協議会に伺い検討したい。

子どもの受動喫煙対策で
本市のメッセージ発信を

蔵野恵美子議員

中学校の特別支援教室導入にあたって

は、小学校の内容のみを参考にするのでは

なく、13歳から15歳までの中学生は思春期

の時期であるという点にも着目し、検討し

ていくべきと考えるが見解を伺う。

特に思春期はＬＧＢＴＱなどの問題も含

め、自己一致がなかなか図れない不安定な

時期と言える。また、現在の子どもたちを

取り巻くコミュニケーション基盤などの環

境が変化している点や不登校への対応も含

めて検討する必要がある。それには成功事

例だけでなく未経験の事柄を予測していく

ことも重要でありさまざまな面から思春期

の子どもたちの対応を検討していきたい。

子どもの学びづらさ、
生きづらさを考えた対策を

斉藤シンイチ議員

選挙権行使のための外出は他の目的と区

別し利用料の自己負担をなくすべきでは。

外出の目的を区別することは困難だと考

えており、今後の課題と認識している。

投票所における視覚障害者の、①対応方

針は②投票率向上の取り組み内容は。

①国・都の方針に準じ、点字機・拡大鏡

等を用意している②あったかまつりで模擬

投票を行うなど今後も啓発を進めたい。

「水の学校」にならい、防災に関する市

民向け連続講座を開催してはどうか。

日赤看護大学主催のセミナー等を支援し、

人材育成を図っている。今後も他自治体を

参考にしながら研究を進めたい。

視覚障害者の選挙権行使
の際は丁寧な対応を

西園寺みきこ議員

生活保護制度の改正による市の独自支援

制度への影響について伺う。

生活保護基準や生活保護受給を要件とす

る減免は対象外となる可能性がある。今後

関係各課で情報共有し対応を検討したい。

国に対して生活保護基準引き下げの見直

しを求めてほしいがいかがか。

厚労省から具体的な生活保護基準が示さ

れた後、適切に対応したい。

介護人材確保の状況について伺う。

高齢者福祉計画等において最大の課題と

しており、重点的に取り組みたい。今後地

域包括ケア推進人材センターの設置や外国

人介護人材育成支援などを検討したい。

憲法を守る立場から、
福祉保障の充実を

しばみのる議員

不登校等の児童生徒に対し、どのように

教育機会を確保しようと考えているのか。

一人一人に寄り添った対応に努めている。

平成30年度は教育機会確保法の趣旨を踏ま

え、不登校対策の総合的検討を行う。

不登校特例校設置に関する見解を伺う。

不登校の総合的な対策を考えるうえでの

１つの大きなテーマであると捉えている。

教育センター設置に対する考えは。

教育センター構想は推進されるべきと考

えるが、施設の在り方については、教育推

進室と教育支援センターを一体化して学校

内に設置するか、それぞれの施設を分離し

て設置するかが検討課題となっている。

不登校の児童生徒に対し、
さらなる教育の機会確保を望む

大野あつ子議員

舛添前都知事は、政治資金支出の公私混

同疑惑が出て辞職した。松下市長が都議時

代の平成22年３月30日に15万6千円のＤＶ

Ｄプレーヤー、31日に16万2千円の一眼レ

フカメラを政務調査費で購入し、洗車代を

ガソリン代として計上したという新聞記事

がある。都議会図書室で調査したが、人件

費は黒塗り等で分からなかった。８年間の

政務活動費等支給額は、5,760万円である。

市長は、都議時代の政務活動費等を公開す

べきと考えるが、見解は。

都議会の政務活動費は会派に支給され、

適切に処理して都が公表しており、市長と

して公表すべきものではないと考える。

市長は都議時代における政務
活動費等を積極的に公開せよ

きくち太郎議員

▶インターネット議会中継
本会議・決算特別委員会・予算特別委員会の模様を
市議会ホームページで生中継しています（生中継の
日程は「会議の日程」のページをご覧ください）。録
画中継は、生中継終了後３日程度（土・日・休日を除
く）で、ご覧いただけます。

▶会議録検索システム
平成２年８月以降の本会議、常任・特別委員会など、各種の会議録が閲覧・検索できます。

▶携帯電話版ホームページ
市議会からのお知らせを携帯電話でもご覧いただけます。下記のURLを
直接入力するか、携帯電話で２次元バーコードを読み取ってください。

http://www.city.musashino.lg.jp/m/shigikai/

その他、市議会に関するさまざまな情報を掲載しています。ぜひご利用ください。

武蔵野市議会ホームページ
http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/ 武蔵野市議会 検 索

　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持って

いる議員のグループで、議会活動の一つの基盤となります。

※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。議

員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認いただくか、議会事

務局にお問い合わせください。

会派名簿

自由民主・市民クラブ ☎６０－１８８４
堀　内　まさし　　ひがし　まり子
土　屋　美恵子　　木　﨑　　　剛
小美濃　安　弘　　きくち　太　郎
与　座　　　武　　　　　　　　　

民主生活者ネット ☎６０－１８８９
藪　原　太　郎　　蔵　野　恵美子
西園寺　みきこ　　川　名　ゆうじ
深　沢　達　也　　　　　　　　　

空
そ ら

 ☎６０－１８９０
山　本　あつし　　笹　岡　ゆうこ
斉藤　シンイチ　　　　　　　　　

市議会公明党 ☎６０－１８８７
大　野　あつ子　　浜　田　けい子
落　合　勝　利　　　　　　　　　

日本共産党武蔵野市議団 ☎６０－１８８８
し　ば　みのる　　橋　本　しげき
本　間　まさよ　　　　　　　　　

むさしの志民会議 ☎６０－１８８５
深　田　貴美子　　竹内　まさおり
下　田　ひろき　　　　　　　　　

会派に属さない議員 ☎６０－１９０９
内　山　さとこ　　　　　　　　　

会派に属さない議員 ☎６０－１９４４
山　本　ひとみ　　　　　　　　　
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第１回定例会

【市長提出議案（36件）】

●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について   同意（全会一致） 

　※ 本市固定資産評価審査委員会委員に後
ご

藤
とう

敏
とし

夫
お

氏を再任することについて、市議会の同意を求めるもの。

●武蔵野市固定資産評価審査委員会委員の選任の同意について   同意（全会一致） 

　※ 本市固定資産評価審査委員会委員に堀
ほっ

田
た

 正
ただし

 氏を再任することについて、市議会の同意を求めるもの。

●武蔵野市組織条例の一部を改正する条例   可決（全会一致） 

　※総合政策部の分掌事務に、資産活用に関することを加えるもの。

●武蔵野市一時保育事業の実施に関する条例   可決（全会一致） 

　※ 一時保育事業について、①対象者、②実施園、③定員、④実施日、⑤保育時間および利用回数、⑥利用手続き（登録、申し

込み、決定等）、⑦利用料等、⑧利用の取り消し等、⑨その他の事項を定めるもの。

● 武蔵野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例   可決（全会一致） 

※ 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の改正に伴い、字句の改正をするもの。

●武蔵野市児童育成手当条例の一部を改正する条例   可決（全会一致） 

　※所得税法の改正に伴い、字句の改正をするもの。

● 武蔵野市ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例   可決（全会一致） 

※所得税法の改正に伴い、字句の改正をするもの。

● 武蔵野市ひとり親家庭の住宅費の助成に関する条例の一部を改正する条例   可決（全会一致） 

※所得税法の改正に伴うほか、字句の改正等をするもの。

● 武蔵野市心身障害者福祉手当条例の一部を改正する条例   可決（全会一致） 

※ 受給資格者を見直し、所得制限超過者に対する手当および障害者支援施設入所に対する手当の支給の廃止をするほ

か、所要の改正をするもの。

●武蔵野市難病者福祉手当条例の一部を改正する条例   可決（全会一致） 

　※ 受給資格者の見直しとして、所得制限を導入し、支給要件を難病医療費助成の対象者とするほか、所要の改正をするもの。

●武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例   可決（賛成多数） 

　※ 国民健康保険法の改正等に伴い、都道府県が国民健康保険の財政運営主体になることへの対応および財政の健全化を

図るため、国民健康保険税の税額の改正をするほか、所要の改正をするもの。

● 武蔵野市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例   可決（全会一致） 

※ 高齢者の医療の確保に関する法律の改正による住所地特例制度の見直しに伴い、保険料を徴収すべき被保険者に新た

な項目を追加し、「平成20年度における被扶養者であった被保険者に係る保険料の徴収の特例」を廃止するもの。

●武蔵野市介護保険条例の一部を改正する条例   可決（賛成多数） 

　※ 介護保険法の改正に伴い所要の改正をするとともに、平成30年度から平成32年度までの第１号被保険者の保険料率

を定め、普通徴収の賦課方式を変更するほか、所要の改正をするもの。

● 武蔵野市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例   可決（全会一致） 

※ 介護保険法の改正に伴い、指定居宅介護支援事業者の指定等の権限が都道府県から市町村に移譲され、市町村の条例

で定めることとされた指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定めるもの。

● 武蔵野市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例  

     可決（全会一致） 

※ 介護保険法施行規則の改正に伴い、主任介護支援専門員の定義について、更新研修修了日から５年を経過するごとに、

その期間内に更新研修を修了したものとするもの。

● 武蔵野市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための

効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例   可決（全会一致） 

※ 指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準の改正に伴う改正のほか、指定介護予防支援事業者が整備する記録の保存期間を延長するもの。

● 武蔵野市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例   可決（全会一致） 

※ 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準の改正に伴う改正のほか、指定認知症対応型共同生

活介護事業者等に対し、身体的拘束等の適正化のための指針の整備、委員会の定期的な開催等の義務づけ等をするもの。

● 武蔵野市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例  

     可決（全会一致） 

※ 指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準の改正に伴う改正のほか、指定介護予防認知症対応型共同生活介護

事業者に対し、身体的拘束等の適正化のための指針の整備、委員会の開催等の義務づけ等をするもの。

●武蔵野市市民農園条例の一部を改正する条例   可決（全会一致） 

　※平成30年４月１日から関前第3市民農園を廃止するもの。

● 東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約   可決（全会一致） 

※東京都後期高齢者医療広域連合の経費の支弁の方法を2年ごとに変更するもの。

●平成29年度武蔵野市一般会計補正予算（第７回）   可決（全会一致）

●平成29年度武蔵野市下水道事業会計補正予算（第2回）   可決（全会一致）

●平成29年度武蔵野市国民健康保険事業会計補正予算（第１回）   可決（全会一致）

●平成29年度武蔵野市後期高齢者医療会計補正予算（第１回）   可決（全会一致）

●平成29年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第2回）   可決（全会一致）

●平成30年度武蔵野市一般会計予算   可決（賛成多数）

●平成30年度武蔵野市下水道事業会計予算   可決（全会一致）

●平成30年度武蔵野市国民健康保険事業会計予算   可決（全会一致）

●平成30年度武蔵野市後期高齢者医療会計予算   可決（全会一致）

●平成30年度武蔵野市介護保険事業会計予算   可決（全会一致）

●平成30年度武蔵野市水道事業会計予算   可決（全会一致）

●武蔵野市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例   可決（全会一致）

●武蔵野市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

●武蔵野市副市長の選任の同意について   同意（全会一致） 

　※本市副市長に笹
ささ

井
い

 肇
はじめ

 氏を選任することについて、市議会の同意を求めるもの。

●武蔵野市教育委員会教育長の任命の同意について   同意（全会一致） 

　※本市教育委員会教育長に竹
たけ

内
うち

道
みち

則
のり

氏を任命することについて、市議会の同意を求めるもの。

●武蔵野市教育委員会委員の任命の同意について   同意（全会一致） 

　※本市教育委員会委員に清
し

水
みず

健
けん

一
いち

氏を任命することについて、市議会の同意を求めるもの。

【諮問（１件）】

●人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて   異議なし（全会一致） 

　※人権擁護委員に太
おお

田
た

早
さ

苗
なえ

氏を候補者として推薦することについて、市議会の意見を求めるもの。

【議員提出議案（４件）】

●武蔵野市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例   否決（賛成少数） 

　※現市長の退職手当を約3分の１とするもの。第１回臨時会で継続審査となっていましたが、今定例会で否決されました。

●武蔵野市議会委員会条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）

●核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書   可決（賛成多数）

●国有地取引にかかわる公文書改ざんの徹底的な真相究明と再発防止を求める意見書   可決（全会一致）

各議員の議案等に対する賛否結果については、市議会ホームページに掲載しています。

議案等審議結果（議決）一覧
核
兵
器
禁
止
条
約
の
日
本
政
府
の

署
名
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書

　

平
成
二
十
九
年
七
月
七
日
の
国
連
会

議
で
国
連
加
盟
国
の
約
三
分
の
二
に
当

た
る
百
二
十
二
カ
国
の
賛
成
で
、
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
第
一
条
に
お

い
て
、
核
兵
器
の
「
開
発
、
実
験
、
生
産
、

製
造
」
及
び
「
保
有
、
貯
蔵
」
、
さ
ら
に
そ

の
「
使
用
」
と
「
使
用
の
威
嚇
」
を
禁
止

し
、
条
約
締
約
国
に
対
し
、「
自
国
の
領

域
ま
た
は
自
国
の
管
轄
も
し
く
は
管
理

の
も
と
に
あ
る
い
か
な
る
場
所
に
お
い

て
も
、
核
兵
器
ま
た
は
核
爆
発
装
置
を

配
置
し
、
設
置
し
、
ま
た
は
配
備
す
る
こ

と
」
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

同
条
約
は
五
十
カ
国
が
批
准
し
た
時

点
か
ら
九
十
日
後
に
発
効
し
ま
す
。
九

月
二
十
日
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
本
部
で
署
名
式
典
が
開
か
れ
、
賛
同

す
る
国
々
に
よ
る
署
名
と
批
准
の
手
続

が
始
ま
り
、
現
在
五
十
カ
国
以
上
が
署

名
し
、
五
カ
国
が
既
に
批
准
書
を
持
参

し
ま
し
た
。

　

こ
の
歴
史
的
な
核
兵
器
禁
止
条
約
採

択
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、
十
二
月
十

日
に
は
二
〇
一
七
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
が
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
核
兵
器
廃
絶
国
際

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
に
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
百
六
十
二
カ
国
七
千
五
百
三
十

六
都
市
が
加
盟
す
る
平
和
首
長
会
議
に

は
、
武
蔵
野
市
長
も
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
平
成
二
十
九
年
八
月
の
第
九
回
総

会
で
「
人
類
の
悲
願
で
あ
る
核
兵
器
廃

絶
へ
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
『
核
兵
器

禁
止
条
約
』
の
採
択
を
心
か
ら
歓
迎
す

る
」
と
す
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期

発
効
を
求
め
る
特
別
決
議
」
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
望
む
国
内
外

の
広
範
な
世
論
に
応
え
て
、
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
で
あ
る
日
本
は
、
率
先
し
て

核
兵
器
禁
止
に
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

　

よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、
貴
職
に

対
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
早
急
に
署

名
し
、
批
准
さ
れ
る
よ
う
強
く
求
め
ま

す
。

（
内
閣
総
理
・
外
務
大
臣
あ
て
）

国
有
地
取
引
に
か
か
わ
る
公
文
書

改
ざ
ん
の
徹
底
的
な
真
相
究
明
と

再
発
防
止
を
求
め
る
意
見
書

　

学
校
法
人
「
森
友
学
園
」
へ
の
国
有
地

売
却
に
関
す
る
財
務
省
の
決
裁
文
書
が

改
ざ
ん
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
公
務
員
に
よ
る

公
文
書
偽
造
あ
る
い
は
変
造
、
公
用
文

書
等
毀
棄
、
偽
計
業
務
妨
害
に
問
わ
れ

る
重
大
な
犯
罪
の
可
能
性
が
あ
る
と
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
問
題
は
、
公
文
書
や
公
務
員

へ
の
信
頼
、
国
会
に
提
示
さ
れ
た
文
書

へ
の
信
頼
を
失
墜
さ
せ
る
ば
か
り
で
な

く
、
議
会
制
民
主
主
義
の
根
底
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て

看
過
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
武
蔵
野
市
議
会
は
、
貴
職
に

対
し
、
当
該
事
件
の
真
相
の
徹
底
的
な

究
明
と
再
発
防
止
に
、
早
急
に
取
り
組

む
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

（
衆
議
院
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
・
法

務
・
財
務
・
国
土
交
通
大
臣
あ
て
）

■
採
択

・
核
兵
器
禁
止
条
約
の
日
本
政
府
の
署
名
と
批

准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

に
関
す
る
陳
情

・
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
と
批

准
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
こ
と

に
関
す
る
陳
情

■
不
採
択

・
武
蔵
野
市
水
道
部
の
地
下
水
く
み
上
げ
減
量

に
関
す
る
陳
情
（
※
）

■
継
続

・
市
・
都
民
税
特
別
徴
収
税
額
の
決
定
・
変
更
通

知
書
へ
の
個
人
番
号
を
記
載
し
な
い
取
り
扱

い
の
徹
底
等
に
関
す
る
陳
情

・
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
に
際
し
、
市
民
の

食
糧
主
権
と
食
の
安
全
を
守
る
た
め
、
公
共

財
と
し
て
の
日
本
の
種
子
を
保
全
す
る
新
た

な
法
整
備
と
施
策
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る
陳
情

（
※
）
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

陳
情 

審
議
結
果

市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５

メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp

市議会ホームページ　http://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/
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